仕様 


電 源 

AC100V 50-60HZ 

消費電力 

1000 W 〜約 200 W 

( スイッチが「切」のとき(も約 2 W です。） 

が形寸法 

幅 2 曰曰 mmx 奧術 2 曰 mmx 高さ 226 mm 

質 量 

3.5 k 旨 ( 本体のみ） 5.1k 邑 ( 付属品含む） 

吸込仕事率 

61 日邮〜約 6 日邮 

運転 音 

59 犯〜約曰 0 d 巨 

集じん容積 

2.2 L 

コードの長さ 

己 m 

巧属品 

ホース (AMC94P-UR). ] 本 

伸縮自在延長管 (AMC99P-UR). ] セット 

〈延長管ストッパー付〉 

床用ノズル (AMC99R-UR).] コ 

ずき P 卓用ノズル (AMC60R-MV).] コ 
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刪勁哪 i MC-P2XM ii« 



National 

取扱説明書 

電気掃! ^ mm ) 


品ま MC-P2XM 



このたびは電気掃除機をお買い上げいただき、まことにありびとうございました。 

♦この取扱説明書と保話書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

特に巧を上のご注意 j (4 〜已ぺージ）は、ご使巧前に必ずお読みいただき、安全にお使い<ださい。 

お読みになったあとは、保話書と一緒に大切に保管し、必要なときにお読みください。 

♦保話書は、 r お買い上げ曰•販売店却などの記入を必ず確かめ、販売店か b お受け取りください。 


















































この掃餘機をお使いになる前に 


「 「ご化祗 Hhi ク」 について 

この掃除機は、紙パックの目詰まりによるノのーダウンを抑え、 
パワフルな吸込力を滿売する r コル風化 13」機構を採用してし、ます。 
運転を止めると、本体内の「振動板」が約8砂間振動して、紙パック 
内部に付着した細かいほこりを落とします。（蚊8ぺージ） 

このとさ、「ブーン」という作動音がしますが、異常ではありません。 
また、本体上部の rVIBRATIONJ ランプが緑色に庶威し、鐘中を 
お知らせします。 


紙パックの交換方法について 

この掃隱は、簡単•確実に紙パックを交換できる 
「バスケット」を採用しています。 （1^ 13ぺージ） 

□ □ □ n n 

捨てるときは、フックを外して nn 

「バスケット」を本体から取り外し、 

ノ（スケットの A ンドルを倒して捨ててください。 

取り付けは、バスケットに新しい紙パックを入れ、 
本体にセツトしてフックを引っ掛けてふたを閉めます。 


交換用の紙パックについて 

この掃隱は、強力な吸込力が滿売するため、紙パックには強し順I圧が 
かかります。 

交換用の紙パックは、紙の強度が強く、通気Iをや排気の清潔さに優れた、 

が下電器製 I を巧正 I 紙パック M 型 V タイプを 

お使い < ださい。 

交換用の紙パックは、ごみのにおいを抑え、 

紙パック交換時のごみもれも抑える、 

シャッ ターつを防臭加王紙 パック rAMC-NC 已 J を 

おすすめします。_ 
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古如章かな!？と思ったら 
保証と アフターサービス 
仕様 . 


付属品の確認 




□□□□□ □□□□□□□ 



方 


□□□ □□□□□□□ 


ち< じ 


安全上のごミ主意 . 4 

•長くお使いいただくためのお願い 

各部のなまえとはたらき . 6 


動かしてみましょう . 8 

•操作部の使いかた 
•振動板について 

上まなお掃除 . 10 

• お掃除後は収納を 

紙パックの点検と交換 . 12 

• r 紙パック交換」ランプ 
•紙パックの交換 

お手入れ . 14 


こんなとさは 


洗の紙 

表 


はじめに ■ 使いかた ■ お手入れ 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
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安全上のご注意 


お使いになる人や他の人へのを害、財産へ倒員害を未然に防止ずるため、必ずお守りし、ただくこと 
を、；夕のよラに説明していまず。 

■表示內容を無視して誤った使し、かたをしたときに生じるを害や損害の程度を、次の表示で区分し、 
説明していまず。 


An n 

この表示の欄は、巧な:または重傷などを負う可能性が觸定される」內容でず。 

An D 

この表示の欄は、 r 傷害を負う可能性または物的損害のみび発をずる可能性び 
想定される」內容でず。 

■お守りいただく内容の懲具を、次の絵表示で区分し、説明していまず。（下記は絵表示の一例です。） 

0 ® 

このような絵表示は、してはいけなし、「禁止」內容でず。 

〇處 

この給表示は、必ず実行していただく「強制」内容でず。 


An n 


0 

弓 1 义性のあるをのや义の気の 
おるをののそばで®巧しない、 
吸わせない 

1 トナーなどの可燃物、 \ 

な油、ガソリン、シンナー、火の 
\消无ていないたばこなど / 


爆発や火災の原因になりまず。 

n n n n n 

か洗いや、風呂場での使巧は 
お巧にしない 


感電することがありまず。 

® 

ノズルの回拓团 K ブラシ）や 
□—ラースイツチに手を触れない 

n n n n 

口ーラースイッチに触れると 
回輯部（ブラシ）が回輯し、 

けがをずることが态〇まず。 

♦特にお子さまにはご注意 < ださい。 

® 

お巧に分解した0 
修理 • 改造しなぃ 

n n n n 

V 

発火したり、異常動作して、 

けがをずることが态〇まず。 

♦修理は販売捏にご相談 < ださい。 


〇 

電源プラグのほこ 0 等は 
定期的にとる 

プラグにほこり等がたまると、湿気等で 
絶縁不良となり、火災の原因になりまず。 
プラグを抜き、乾いた巧でふしでください。 

を 

n n n n n 

お手入れ•点巧の隐は、 

電源プラグを巧く 

n n n 

感電やけがをずることがありまず。 


めれた手で、電源プラグの 

哪 

巧を是しはしない 

n n n n n 

感電の原因になります。 


Q 


電源コード • 電源プラグを碱員 
ずるぶラなことはしない 

いズルの回輯部に巻を込ませたり 、\ 
傷つけたり、加工したり、熱器具に 
近づけたり、無理に曲げたり、ねじっ 
1たり、引っ張ったり、重い物を載せた 
t りしない ! 

傷んだまま使巧ずると、感電•ショート 
火災の原因になります。 

♦コードやプラグの修理は、販売垣に 
ご相談くださ化 
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An 


定格15 A •交流10 OV の 
mm コンセントを載までぉぅ 

ス y 他の機器とが巧ずると、発熱による 
火災の原因になりまず。 

♦延長コードち定格1已 A のちのを 
単独でお使いください。 


〇 


電源プラグは巧巧まで sei に 
差しみむ 

差し込みが不完全でずと、感電や発熱 
による火災の原因になりまず。 

♦傷んだプラグ-ゆるんだコンセント 
は使巧しないでください。 


An 


® 

n n n n 

义気に近づけなし、 

本体の変おによるショート • 

発火の原因になりまず。 

巧巧ノズルで^など高い巧 
を掃おしなぃ 

Vi ^ 親ノズルが外れて落下し、けがをずる 
ことがあります。 

Q 

本体•ホース- 1^口 

延長管•ノズ 

の 0 V 巧点に U V 

金属類を入れない 

感電ずることがありまず。 

运 

巧巧時なかは 
電源プラグを巧く 

n n n n n 
n n n 

けが-やけど•絶縁劣化による 
感電-漏電火災の原因になりまず。 

電源プラグを巧くとまは、 
mm がず願プラグを持つ成く 

感電やシヨ-卜して発火ずることが 
态ります。 

〇 

V 

電源コードを巻を取るとまは、 
電源プラグを持つ 

プラグがあたってけがをずることが 
あります。 ノ 


長くお使い 
いただくための 


お願い 


纖福 m この掃除機は家庭巧です。 

— P 邮の —載綱や編齡(侧目制こは 
ご使用にならないでください。 


次のよラな物は吸わせない 

徐湿剤-を量の粉体（消火器の粉 . 
など）•ホース巧に詰まりやすい 
ストッキングなどの大きな物 -^ 

水や液体-湿ったごみ-ガラス 
ピン•舒-つまよラじなどは 
故寝の原泻となります。 


ホースや延長管の先端で掃除しない 


先端の摩耗などで接轴不良や 
破損の原泻になります。 

すを閨用ノズ等を 
巧けてご使用ください。 



吸込□をふさし、で運転しない 


疆熱による本体の 
変形の原泻になります。 



力ーペットのフリンジや 
長いひちなどは吸わせない 

回転部（ブラシ）に卷さついて 
回転び止まる原因にな0ます。 



ホースの扱いはていねいに 

ホースの破れや傷つをの 
原泻になります。ホース 
の破れや傷つをびないか 
確認してください。 



ホースなどの端子音15をいじ6ない 

接轴不良の原泻になります。 



移動のときは必ずさげ手を持つ 
また、スタンド収納が態で 
本体を運ばない 

ホースと延長管び外れたり、 
ホースで持ち上げると 
ホースの破れや 
床面の傷つをの 
原泻になります。 



はじめに ■ 使いかた ■ お手入れ ■ こんなときは 


已 
























































n n n n 
n n n n n 
n n n 




nnnnnnnnnn 

□ □ □ □ 巧 □ □ □ m 
nnnnnnnnnn 





D D D D D 

□ □日日日日日日日日日日□□日 


□ □ □ □ 

DDDDDDDD 



□ □□□□回 
□□□□□□□□□ 


各部のなまえとはたらき 
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□ □ □ 


360D 
□ □□凹 






□ □□凹 

□ □□凹 

nnnnnnnnnnn 

nnnnnnnnnn 

nnnnnnnnnn 


DDDDDDD 

DDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□□□□□nnnnnn 


□ 


口 




V 旧 RATION □日 □ 

□ 岐 8 D odd 
□ コル ® 伽叫 □□□□□□□□ 

nnnnnnnnnnDD 


旧 RATION 


)3 


で J DDDDDD 


nnnnn . 


nnnnnn 


付属品 3 ぺージ）を捐認し、組み立てましよう。 

外すときは、接を請 P にある I ボタソを押したまま弓 I き抜きます。 





□ □ □ 
□①③ 



□ □ □ 
□ □ □ □ □ 
□ □ □ □ □ 
HJ □ □ M □ □ 
n- D D D D D 
□ □ □ □ □ 
PL D D D D D 
_ — DDDDDD 

□ 




はじめに ■ 使いかた ■ お手入れ ■ こんなときは 
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かしてみましよ 



操作部の使いかた 


電源プラグをコンセントに差し込んで 

運乾を開始ずる 


破か、 


禽準/弱)または 


運車ちを止めるときは 


藝 


を脚 


曲 

職 


♦床巧ノズ; I レの回転部も止まります。 

電源プラグをコンセントか6巧く 

電源プラグびコンセントに差し込まれていると、 
「棚のときでも約 2W の動をミ'饋しています。 


振動板について 

運転を止めると約8秒間、紙パックの後ろに 
ある振動板が}®して、本体上部の 
V 尼 RAT の N ランプが緑色にし、紙パック 
内部に付着した細かいほこりを落としまず。 


g 剧 MEB 

♦振動 f 肋巧履；!していると志口ーン」という 
作動音びしますび、異常ではありません。 

♦振動板の}履；!中に @ を押すと、振動を 
止めることがでさます。 



□□□□□ □□□ 


VIBRATIOND D D 



□ □ □ □ □ □ □ 
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巧用ノズルでのお掃除 



通常のお掃陈 


膺準/弱）を1回巧ず（標準ポジション） 


>巧用ノスレの回転部(ブラシ）は常に回転 
しています。個歸ま止め 5 れません。） 


じゆラたんなど八ワフルな吸い込みで 
しっか0ごみを取りたいとき 


(: Jd を1邸甲ず（強ポジション） 

♦巧用ノスレの回ブラシ）は巨聴します。 


巧頂ノズルの回面音が気になるとを 


C ~ Sr ) を2回巧ず（強ポジション） 

♦床用ノズルの回輸 K ブラシ）は停止します。 
(集じん性能は回転時よりイ氏下します。） 


を押すごとに、 

巧用ノズ JUD 回転部(ブラシ）び 
回転と停止とに切り曾ねります。 


子ノズルでのお掃除 


通常のお掃陈 


(標準/弱) を1巨肿ず（標準ポジション） 

•掃除面の巧れ度 S こ応じて吸込力を 
コント □—J レします。 


八ワスレなのい込みでごみを取りたいとま 


Sr ) を1邸甲ず（強ポジション） 

►じゆうたん上では、子ノズル□ーラーは 
回転しません。 


游子ノズル□-ラーは、吸込力に応じて 
回!^が変わりまず。 



はじめに ■ 使いかた ■ お手入れ ■ こんなときは 
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上まなお掃除 


ホースや延長管の先に、ずき間ノぶレを付けてご使巧のときは、 
ねじりなが5ギュウと差し込んでください。 


巧面ごとの切り換えは不要 

通常は 遲藤 でお使いください。 


掃除機の上手なかけかた 

•ノス;レは力を入れず、軽くゆっ<り動かしましよう。 

一街复2〜3秒が埋想的な速さでず。 

• ノス;レを一度に動かず長さのめやすは、 

身長の約半分が埋想的でず。 

•巧やたたみでは、目にそって動かずと 
傷つき防山こもなりまず。 


ぺたクル機能付きの巧用ノズル 


延長营がぺたっと磯れて、ノズルが左ちに 
クルツと回乾し、ベッドの下や家具の 
ずを間もラクにお掃除でをまず。 



巧用ノズル 


>じゆうたん•床•たたみの 
お掃除にお使い < ださし、。 


操作部の先に直接ノズルを取り付けて 
使巧することちでをまず。 

ボタンを押して 
外してください。 


[ボタン 




接続部に少しのすを閨が 
态をまずが、 

異常ではあ0ませんので、 
そのままご使巧ください。 


■。謹 W 

♦巧巧ノズルは、巧面にゆっくりとおろしてご使巧 
<ださし、。 

I 落とずように使巧しまずと、回輸15 (ブラシ）が 
1回転しなし場音がありまず。 

♦すき間用ノズルは、木目の家具表面やピアノなどには 
使巧しなし、でくださし、。 

(傷をつける原因になります。） 


□ □□□□ 


はじめに ■ 使いかた ■ お手入れ ■ こんなときは 
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紙パックの点おと交換 


r 紙パック交換 J ランプ 


紙パック雜日潮の目まを紛日らせしまず。 

♦吸い込みむ韻くなつたら、「紙パック巧契」ランプをチェックして 



ごみの種類などによっては、 r 紙パック交換 j ランプのつきちび異なる 
焉合びあります。 

♦砂ごみや±ぼこりを集中的に吸わせまずと、 紙パックび目詰まり 
しやすく、か量のごみでち r 黄色 j び点滅•点巧することびあります。 

紙パックを交換してください。 

♦ずを間巧ノズル使巧時は、 吸い込み風量びがないため、ごみ量に 
関係なく r 黄色 j び点滅-点好することびあります。確認は、すき閨用 
ノズルを外して巧ってください。 

♦ペット毛-綿ごみなどがをい場をは、 r 黄色 j び点滅-点好しないこと 

びありますので紙パックを確認し、ごみび満杯のときは紙；くックを 
交換してください。 

紙パックのごみのたまり具をを、月に一回程度 5® して< ださい。 



巧^撇\。ックは必ず 

松下電器製01紙パック 
型 V タイプ 

(色：ピンク）をお使いください。 


掃除機の紙 K ックは機能部品です。当社 純正 凶夕攸紙パックを 使用 

した場を、 モーターの発煙•発乂び発生ずる恐れび あり、紙パック 

に関係する掃除機の‘齡旨 • 品質は 偏 IZ ! きません。 ナシヨナ;|け帯除 
機には、必ず松下電器製の 純正 紙ノ（ックをご使用ください。 


なのちのが使えます 


(2004年3月現在) 


品番 

防臭加工 

y ヤツ タ— 

種類 

f 的ケー巧 

I 蒂望ル売価格 

AMC - NC 5 

〇 

〇 

M 型 V タイプ 

ピンク 

10日0円（税抜1000円） 

AMC - S 5 

- 

- 

M 型 V タイプ 

73日円（税抜700円） 


♦防臭加工について 

ごみの臭いを和らげる効果の持続期間は、使巧開始後 
約]力月です。（ごみの量、種類によって異なります。） 


紙パック防臭剤成分 
♦ポ I 」カルボキシル酪酸 
♦炭酸亜鉛化を物 


♦お求めは、お買い上げの販売店または、お近くの少シヨナル製品取扱店で。 
♦本体装着勒列の純正紙パックをご使用の焉合は、紙パックパッケージの 
説明をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 


■顯 


♦保管は、テおの手の届かない所で、直射曰光をさけて 
包装用袋に入れてください。 


紙 A ック惦換 



□□□□□□□□□ 
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取り外しかた（ごみの捨てかた） 



〇 

0 

0 


( AMC - NC 5 「シャッターつき紙パック j の場を） 


ふたを開ける 

♦みた開閉部に指を入れ、引を上げる。 

バスケットを取り出ず 

♦フックを外しなび5、白ボール紙を八ンドル側に 
倒してバスケットを取り出す。 

紙 y ' C ックのシャッターを閉じる 

(ごみこぼれを防止しまず。） 

白ボール紙を押さえながら 

①矢印ち向（前後）にシャッターつまみ(緑色）を折り、 
確実に切0はなす。 

霞シャッターつまみを上ち向に止まるまでゆっくり 
引っ張り、シャッターを閉じる。（巧にみたをする。） 

① /□□□□□□□□ ® □ □ □ □ □ 


□ □ □ □ □ 




籠刷 Ma 


巧 


►バスケットを取り出さずに、 

シャッターを閱じるとシャッター 
が切れる場をがありまず。 


取0付けかた 



紙ックを捨てる 

♦ K スケットは lir ないで<ださい。 


( AMC - NC 5 「シャッターつき紙パック j の場を） 


バスケットに撇ックを入れる 

参2つのつめのあるちを下にして、白ボール紙を 
r 紙パック挿入ガイド j の巧側におって、真上から 
まっすぐにバスケットの契まで挿入する。 

•白ボ-ル紙のシャッタ-は、 

ご使巧前に閱じないで<ださい。 

バスケットを本体にセツトずる 

白ボ ー J UM を矢印の方向に巧し、 
フックの左ちにひっかける 



□ □ □ 


ふたを閉める 

♦確実に閉めてください。 


はじめに ■ 使いかた ■ お手入れ ■ こんなときは 
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■お手入れの前には、（©を巧し、電源プラクを抜いてくださし、。 


吸込力が弱くなつたとさ、 
または月に]回程度 



巧用ノズル（規ノズル 


糸<ずやも粘着性のごみなどが咐着して、回転部（ブラシ）やモノズル□—ラーび 
回転しにく<なつたり、また、吸込口に紙<ずなどが引つ柱卜かり販込力(氏下の原圆こなりまず。 




♦起毛な-回転き IK ブラシ）-□—ラースイツチ-□—ラー-吸込 □ 
端子•子ノズル収雛的)ごみを r ずき間用ノズル」で吸し、取る。 

D D DD D D D 

□ □ □ □ 

□ □ □ □ f 


•回輯部(ブラシ）を取り出してお手入れずる。 

□□□□□□ 



□□□□□□□ 




〇ブラシカパーをかず 

W ①力ずの背中などを、ねじ溝に入れて左に 
回転させて、印をひらくにをねせる。 

③ブラシ カバーを 外す。 

© 回面部(ブラシ)を K 0 出ず 

①回転部(ブラシ）を持ち上げ、 

③ベルトを回転部(ブラシ)から外す。 

③回転部(ブラシ）を取り出す。 

© ごみを K 0 除< 

①からまったご别ま、はさみなどで取り除く。 
③回転部(ブラシ）は水洗いしたあと、 

乾し、た布ではさむようにして水気を 
切り、陰干しにして^に乾燥させる。 

©もとのように巧り付ける 

①回転部(ブラシ）を取り付けベルトを掛ける。 
③ブラシカバーを取り付ける。 

③力半の背中などを、ねじ溝に入れてちに 
回転させて、印をしまるにをわせる。 


■础お im ♦巧巧ノ別レ（親ノ刀レ•モノ刀レ）は、水洗I、しないで<ださし、。 
■" わ、(故歐原圆こなりまず。） 
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♦モノズル□-ラーを手で回輯させなび5、起毛巧に付着しているごみを 
r ずき間用ノズル」で吸い取る。 

♦モノズル□-ラーを取りがし、起毛巧-軸部-端子- (□部の ごみを取り除く。 



A ブラシカ八一をかし 
〇子ノズル□ーラーを巧0出す 


□ □□.□□□□□ > ブ S シカ J 

□•□□□□- _ 

>力半の背中な どを、 ねじ溝に入れて 
左に回転させて、 ねじ;’青をひら <に 
をわせる。 

□ □□ •ブラシ カバーを 外す。 

•子ノズ; I レ□ーラーを取り出す。 


©ごみを K 0 除< 

♦起毛布•軸部•端子 •し J 部の 
ごみを取り除く。 


□ □ □ 


編場-ラ-を 


□ □ □ □ 

。 □□□□□□□□□□□ ロロロロロロ 

-/□ □□□□□□□□□□□ UUUUUU 



〇ブラシカ/ V —を取り付ける 

♦ブラシカバーを取り付ける。 

♦力半の背中などを、ねじ溝に入れて 
ちに回転させて、 ねじ 溝を しまる に 
をねせる。 






















■お手入れの前には、#を巧し、電源プラクを抜いてくださし、。 


ミちれが気になったとさ 


ホース 


水をふ<ませ、しぼったやね6かな巧でふを取る。 

暴灿お im •洗剤‘ベンジン‘ シ、片 - . アルコールなどは 
■" ゎ、■一 使わないでください。（ひび割れ傑色の願になります。） 
♦化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書に従ってくださし、。 
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紙パックを交換しても ' 
吸込力が回復しないとさ 


〇バスケット-振動板を取り出ず 

♦フックを外し、バスケットを取り出す。 

(岐13ページ) 

♦す履加反を上ち向に弓 I さ、取り外す。 

@フィルターを取り出ず 

@はたいてごみを落とず 
または、軽く水洗いずる 

♦水にひたして巧し洗いしたあと、 

陰干しにして叶ろ N こ乾燥させる。 


フイルター 



□ □ □ 



(フィルターを取り付ける 

♦本体 D ガイド（左ち)と溝の内側に 
確実に取り付ける。 


□ □ □ 


U 


n n n n n 
□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□ 


@ 振動板-バスケツトを取り付ける 

♦振動板の G を本体の突起に合わせ 
差し込む。_ 

振動振のび本体の振動板セツト位置の 
イの位置まで押し込む。 

♦バスケットを本体にセツトする.。 



■ dL お •フィルターを就濯機で就ったり、もみ洗いしないでくださし、 

■附の • また、ドライヤ-などの熱風で乾燥させないでください。 

(フィルターが縮んで、モーター部こごみが侵入し、故障の原因になります。） 


はじめに ■ 使いかた ■ お手入れ ■ こんなときは 
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■お手入れの前には、#を巧し、電源プラクを抜いてくださし、。 


ミちれが気になったとさ 


巧:嵐阳エ7スク 


抗副] D エマスクを取りがし、水洗いしてくださし、。水洗いで落ちない場合は、洗たく麻崩 y 对まって 
手で軽<巧しなび6洗って<ださい。陰干しでよく乾燥させたあとに、もとのように取り付けまず。 

〇抗菌加エマスクを取り外ず 

♦指で外しにくしせ易合は、力ずの背中 
などを使つて取り外してくださし、。 



DDDDDDDD 
D D D D D D D 


■ 




□□回 

IBn /\/\/^ ^ 巧 \ 


n n □ □ □ n n 


@ 抗菌酵素加エフィルターを外ず 

♦お離讓加エフィルタ-の 
ほこりなどの巧れを軽くはたいて落とす。 
(水洗いできません。） 

@抗菌加エマスクを水洗いずる 

♦抗菌加エマスクを水洗いしたあと、 
陰干しにしてこ乾燥させる。 


@もとのように取り付ける 

♦抗菌加エマスクのつめの内側に、 

抗麵孝素力にフィ J レターを入れる。 

♦抗菌加エマスクを本体に取り付ける。 
♦最後に抗颤にマスクが、錦、 □ □ 

確実にはめ込まれてし、るか隨忍する。 


♦ベンジン-シン:^--アルコールなどは使わないでくださし、。 
—(ひび割れ傑献願になります。） 

♦ ドライヤーなどの熱風で乾燥させなし、でくださし、。 

壊あや故障の願になります。） 


nnnnnnnn 

瞧顯 

♦ネットフイルターを 
弓 I つ張らないでくださし、。 
(破れる恐れがあります。） 


nnnnnnnnnnn 


□□□□□□ 



18 



ミちれが気になったとさ 


バスケッ 


のバスケット-振動板を取り出ず（腹=17ぺージ） 

0振動板のミちれを落とず 

♦水あふくませ、しぼったやわらかな布で巧れを/ふき取る。 

謙如を m ♦振重が励ま、まるごと水洗いしなしでください。 
■ rm 城障の願になります。） 

@パスケットを水洗いずる 

W ♦水洗いし、水对刀ってから十分乾燥させる。 

© 振動板 • バスケットを取り付ける （ 腹=17 ぺージ） 



□ n □ 


曇福 m •洗剤‘ベンジン‘ シ、如-’ アルコールなどは使わないでください。 
■ N 仙*!—(ひひ割れ傑色の願になります。） 

♦ ドライヤーなどの熱風で乾燥させなしでください。 

(変形や故障の原因になります。） 


はじめに ■ 使いかた ■ お手入れ ■ こんなときは 
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な障かな!？と思ったら 


■腿を做 i される前こ、下饭に従って点巧してくださしん 


こんなとをは 


挪の働が止まる 


回転部{ブラシ)が 
止まる 

(わずかに回転する場合も; 
酿部(ブラシ)が 
醜しない 


ホり)^ 


C 標準/弱乂各)を巧しても 
S しない 




離コードがミ部 
乂 S ない 


識コー 

出なない 


ドが引き 


ベるところと直しかた 


>紙パックがごみでいっぱいになっていませんか？-^巧契する 
>ホース や巧用ノズルにごみが詰まっていませんか？ 

>吸込□を密閉して使巧していませんか？ 


本巧の1呆戲題^働し、ていまず。 


12 

己 


参回転ブラシにごみやひをが巻さついていませんか？ 

♦巧用ノズルを落とすように使巧しませんでしたか？ 

一)末用ノスレをいったん持ち上げて、ゆっくりおろしてください 
♦巧用ノスレにごみが詰まっていませんか？ 

♦1^ より浮かすと、安全のため回車适帖’、'止まります。 

♦?ノ刀レが親ノ刀レに膜にセットされていますか？ 

寒11 ノ;0レまたは子ノスレの端子に異物等が付着していませんか？ 
一飄を取り除く 


尿巧ノズ JKD 偏!装鼠)個し、てし巧ず。 


>電源プラグがコンセントにしつかり差し込まれていましたか？ 
>本体にホースび確実に差し込まれていますか？ 

一「カチッ」と音がするまでしつかり差し込む 


♦<# を押し、をラー度^をしてください。 

♦紙パックがごみでいっぱいになっていませんか？ -^53 契する 
♦ホースや巧用ノズルにごみが詰まっていませんか？ 

♦ふたび相戻に閉まっていますか？ 

♦保護装置が働いてし、る可能性があります。 


>霞原コードが片寄って巻き込まれたりしていませんか？ 
一2〜 3 m ほ巧 I き出して、もう一度巻き込む 


臺原コードが溶んでいませんか？ 

* 無理に弓 I き出さず、コード巻き込みボタンを押しなび5 
r 巻き込み」「弓 I き出し」を繰り返してください 


大をな目詰ま0音び 
する（ボコボコ音） 


>紙/てックがごみでいっぱいになっていませんか？一巧契する 
>ホース-延長管-巧用ノスレにごみか詰まつてし、ませんか？ 

>ホース や巧用ノズ J レの先をふさいでいませんか？ 


巧用ノスレを振ると 
r カチッ jr カチッ J と 
音びする 


>1□ーラースイツチ内部のボールとレノ く一の作動音で故障では 
ありません。 


10 
14 
も21 
6 


12 

13 

21 


12 

己 


21 


目親 I 巧 a ♦» 神にホ-ス•本体•氧原〕-ド•電源プラグがかし熱くなりますげ、異常ではありません。 



20 


巧^置び働くとま 


本化 


下記のを続けまずと、モーターの m を防ぐため保-戲置が働いて、 r 紙/(ック交換」ランプが点打し、本体の 
吸込力が自動的に低下、もしくは自動的に停止しまず。(この場合!ホ回乾®(ブラシ)も自動阅こ停止しまず。） 


[ 参吸込口を密閉したり、紙パック 
にごみが多くたまつたままで 
連弟责重転した場含。_ 


直しかた 


> r 紙パック交撰 J ランプむ I 朝订 
したままで連続重転した場合。 


紙パックの交換、ノスレ‘ホース内の詰まった 
ごみを取り除さます。 

約日〜2日分偶囲温度によって異なります）待^ 
ちますと、保！^置が解除 （ r 紙パック交撰 J ラン 
プ消打）され、再びご使巧になれます。 j 


巧用ノズル 

下霞的場合、巧用ノズルのモーターの防ぐため、回輔 IK ブラシ)の趣云が自暫的に停止ずることがありまず。 


>回転部(ブラシ）を回転させた 
まま同じ場所に放置した場合。 

>回転部（ブラシ）に異物がかみ 
込んだ場を。 


直しかた 


©を 巧し、電源プラグを抜さ、床巧ノズルに 
かみ込んだ異物を取り除きます。 ( C ^ l 4ページ） 

約日〜3日分(周囲温度によって異なります)待'1 

ちますと、保!^置が解除され、再びご使用に 
なれます。保!^置な働し、たときには、温度が 
高くなっている場合がありますので回輸 IU ブ 
ラシ）には手を触れないでください。 


> r 紙パック交撰 J ランプむ I 点な 
したままで連続重転した場合。 


直しかた^ 


紙パックの交換、ノスレ • 
ごみを取り除さます。 


ホース内の詰まつに 


巧用ノズルの安幾置 

まをのため、巧巧ノズルを麻より浮かずと酿部（ブラシ）び止まりまず。 

♦回転部（ブラシ）は(？？^5)または〇719を巧し、 I ブラシ入 I 状態にして、 

床用ノズルを床面に置いた場含に□-ラースイッチが作動し回転します。 

^^床用ノズル裏面の□ーラースイッチに手を触れなしでくださし、。 

(回転部（ブラシ）が回転します。） 

籠刷巧£» ♦床用ノズルを振ると、「カチッ」「カチッ」と就んますが、 

□ーラースイッチ内部のボールとレノ作動音で故障ではありません。 



はじめに ■ 使いかた ■ お手入れ ■ こんなときは 
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保証と アフターサービス 


修理•お取り巧い•お手入れ 

などのご巧設は… 

まず、お買い上げの販売店へ 

お申し巧けくだをい 

願ゃ貝轄品などで細 DCD 場をは… 

♦修理は、ヴービス含社•販売含社の r 修理ご相談窓 □ j へ! 
♦使いかた-お買い物などのお閨い合わせは、 
r お客様ご相談センター j へ！ 


麵呆証書畑屬寸） 

お買い上げ曰•販売捏名などの記入を必ず確かめ、 
お買い上け’の販売捏か5お受け取りくださし、 

よくお読みのあと、保存してください。 


巧証期聞： お買い上げ曰か5本体1年閨 
ただし紙パックは、消耗品でずので ' 

保証期閨内でも r 有料 j とさせていただきまず。 


用性職陥の間 

当社は、この電気掃除機の補修活性龍部品を、 
製造巧ち切り後6年保有していまず。 

注）補修巧'性龍部品とは、その製品の機龍を維持 
ずるために必要な部品でず。 


觸を麵されるとき 


2日ページの表に従ってご確認のあと、直5ないときは、まず電源プラグを抜いて、お買い上げの捏へ 
ご連絡くださし、 


♦巧証期聞中は 

保証書の規定に従って、お買い上げの垣が修理を 
させていただをまずので、恐れ入りまずが、製品に 
保証書を添えてご持参ください。 

♦巧証期聞を遇ぎているとさは 

修理すれば使巧でをる製品については、ご要望により 
有料で修理させていただをまず。 

下記修理料金の仕組みをご参照のラえご相談< ださい。 


♦修理料をのは巧み 

修理料金は、技術料-部品巧•出張牌などで構成されて 
いまず。 


術料1は、診斷•故障個所の修理および部品交換* 
調整-修理完了時の点横などの作業に 
かかる費巧でず。 

品巧 1 は、修理に使巧した部品および補助材料巧でず。 
悟張料 1 は、お客様のご依親こより製品のある場所へ 
技術者を派遣ずる場合の費巧です。 


ご連絡いただきたい内容 

品名 

電気掃徐機 

蟲番 

MC - P 2 XM 

お買い上げ曰 

年月日 

故寝の状況 

でさるだけ具体的に 


□□□□□□□□□ 

I □□□□□□□□□□□□□□□ 

DDDDDDDDDDDD DDDDDDD 

DDDDDDDDDDDD DDDDDDDDDD 

品□□□□目□□も SS 0570-087-087 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
DDDDDDDDDDDDDD NTTD DDDDDDDD 
DDDDDDDDD 

•DDDDDPHSDDDDDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDD 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

365D D D □ 9D □ 20D 

□ □ 目目目。 函 0120 -878-365 

■ DDDDD phsd □□□ 回 … 06-6907-1187 

FAX gggo ^0120-878-236 

Help desk for foreign residents in Japan 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

Tokyo (03)3256 - 5444 Osaka (06)6645 - 8787 

Open: 9:00 -17:30 (closed on Saturdays/Sundays/national holidays) 


087 


•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
DDDDDD NTTD DDDDDDDDDDDDDDDDD 
•□□□□□ PH5 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 


DDDDDDDDDDDD 


□ □ □ □ □ 


□□ DDDDDDDDD 
2D D 17-7 

巧 (011)894-1251 

□ □ DDD2DD21DD 

巧 (0166)31-61 51 


□ □ DDDD19DD1DD 

7-11 

巧 (0155)33-8477 

□ □ DDDDDD 589DD241 

DDDDDDDDDDDD 

巧 (0138)48-6631 


□ □ □ □ 


□□ DDDDDDDDDD 
D D 3D D 80 

巧 (07 が 294-2683 

□ □ 日□□□□1298 

巧 (076)432-8705 

□ □ DDDDD4DD112 

巧 (0776)54-5606 

□ □ 日日日日日日日 7600 -7 

巧 (0263)86-9209 

□ □ 日日日日 [1765 

巧 (054 に 87-9000 


DDD DDDDDDDDDD 

0(052)819-0225 

□□ □□□□□□□□28 

巧 (0564)55-571 9 

□□ DDDDDDDDD 
DDDD2DD30 

巧 (058)323-6010 

□ □ DDDDDD3DD82 

巧 (0577)33-061 3 

□ □ □□□□□□□□ 1920-3 

巧 (05 が 255-1 380 


□ □ 

□ □ 

□□ DDDDDDDD 

3-7-10 

巧 (017)739-9712 

□ □ DDDDDDDD2DD 

巧 (018)826-1600 

□ □ DDDDD13DD30-3 

巧 (019)639-5120 

□□ DDDDDDDDD 
7-4-18 

巧 (022)387-1117 

□□ DDDDDDDDD 

3D D 12-2 

巧 (023)641-8100 

□□ DDDDDDDDD 
□ □田 65 

巧 (0243)34-1301 


DDD 

□ □ 

□ □ □ 日日日日日日 194-20 

S (028)689-2555 

□ □ □□□□□□ 229-1 

S (027)352-11 09 

□ □ DDDDDD2DD8-1 

巧 (029)864-8756 

□ □ DDDDD2DD4-2 

S (048)728-8960 

□□ □□□□□□□□□□172 

S (043)208-6034 

□□ DDDDDDDDD 

2D D 26-17 

巧 (03)5477-9780 

□ □ □□□□1 日日 4-13 

巧 (055 に 22 う 171 

DDD DDDDDDDD5DD 
3-16 

0(045)847-9720 

QQ □□□□□!□□ 8-14 

巧 (025 に 86-01 71 


I □ □ 

□ □ 

□ □ DDDDD6DD2-1 

S (077)582-5021 

□□ DDDDDDDDDDDD 
71-4 

巧(075)672-96% 

□□ □□□□□□□□!□□ 

1 巧 (06)6359-6225 

□□ DDDDDDDD 

800 □ □ 

巧 (0743)59-2770 

DDD DDD DDD 499-1 

巧 (073)475-2984 

□□ DDDDDDDmD 

3D D 2-6 

S (078)272-6645 

1 □ □ 

□ □ 

□ □ □□□□□ 295-1 

巧 (0857)26-9695 

□ □ 日日 □ 日日 4 日 [12-33 

巧 (0859)34-21 29 

□ □ DDDDDD182DD14 

巧 (0852)23-1 128 

□ □ □□□□□□416 

巧 (0853)21-31 33 

□ □ DDDDDD 327-93 

0(0855)22-6629 

□□ DDDDDDDDD 
□ □ 807 

巧 (08 が 292-1162 

□ □ DDDDDDDD8DD 
13-20 

S (082)295-5011 

□□ DDDDDD 

DDDDDDD 447-23 

巧 (083)986-4050 


□ □ 

□ □ 

□ □ DDDDDD 152-2 

巧 (087)868-9477 

□□ DDDDDDDDD 
□ □□ □ □ 108 

巧 (088)698-1 125 

□ □ □□□□□□□□331-1 

巧 (088)866-3142 

□ □ DDDDDDD 750-2 

巧 (089)971-2144 


□ □ □ 


□ □ 
□ □ 

□ □ 
□ □ 
□ □ 


DDDDDDD3DD48 

巧 (092)593-9036 

DDDDDDDD 
DDDDDD 3044 

巧 (0952)26-91 51 

□ □ □ □ □1949-1 

巧 (095)830-1 658 

□ □ □ □ □ 4〇 □ 8-3 5 

巧 (097)556-381 5 

DDDDDDDDDD 
2099 -2 

S (0985)63-1 213 


□ □ DDDDDDD 12-3 

巧 (096)367-6067 

□ □ 日日日日日 18-11 

S (0969)22-31 25 

DDD □□□□□□□!□□ 

5-33 

巧 (099 に 50-5657 

□ □ DDDDDD 10-1 

巧 (0997)53-51 01 


□ □ □ 


□ □ □□□□□4 日日 23-11 


S (098)877-1 207 


はじめに ■ 使いかた ■ お手入れ ■ こんなときは 
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